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平成 26年 11月期業績と前年同期実績との差異 

及び営業外損益並びに特別損益発生に関するお知らせ 

 

 平成 26年 11 月期（平成 25年 12月 1 日から平成 26年 11 月 30日）における当社の業績について、前

年同期実績と比較して下記の通り差異が生じることが予想されますので、下記の通りお知らせいたしま

す。 

記 

 

１． 平成 26年 11月期（平成 25 年 12月 1日から平成 26年 11 月 30日）の連結業績と前年同期実績との

差異 

（1）連結業績の差異 

（単位：百万円，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

前 年 同 期 実 績（Ａ） 
(平成 25 年 11月期） 

481 △309 △247 △192 
 円 銭 

△57.17 

当 期 業 績 見 込（Ｂ） 
(平成 26 年 11月期） 

513 △419 △323 △293 △36.97 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 32 △110 △76 △101 20.20 

増 減 率            （％） 6.6 － － － － 

 

  （2）個別業績の差異 

（単位：百万円，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

前 年 同 期 実 績（Ａ） 
(平成 25 年 11月期） 

42 △198 △364 △427 
 円 銭 

△127.03 

当 期 業 績 見 込（Ｂ） 
(平成 26 年 11月期） 

78 △293 △374 △360 △45.35 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 36 △94 △10 67 81.68 

増 減 率            （％） 86.0 － － － － 
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※ 当社は、平成 25年 11月 7日開催の取締役会決議に基づき、平成 25年 12月 1 日付で普通株式 1

株につき 100株の割合で株式分割を行いました。このため、前連結会計年度の期首に当該株式分

割が行われたと仮定して、「1株当たり当期純利益」を算定しております。 

 

２． 差異が生じた理由 

（1）連結業績 

 当社グループは、中核であった投資情報提供事業から、大きく変革した事業ポートフォリオのも

と、ETF 関連事業、金融アドバイザリー事業、医療関連事業、食品関連事業の各事業の売上の増進

を図るとともに、とくに医療関連事業に注力し、社会の高齢化に伴い増加する医療ニーズを捉えな

がら、国内外の医療機関との業務提携等により、その事業基盤の整備に取り組んでまいりました。 

  ETF 関連事業は、米国ニューヨークを拠点に XTF, Inc. が有する豊富なデータベース、分析ツー

ルを金融機関や機関投資家に提供しております。XTF, Inc. のサイト登録者数は増加の一途にあるも

のの、大幅な売上高増加には至っておりません。当連結会計年度における ETF 関連事業の売上高は

前年同期比 7 百万円増加の 68 百万円となる見込みです。 

 金融アドバイザリー事業においては、アドバイザリー業務にかかる成功報酬を計上した結果、売

上高は前年同期比 81 百万円増加の 111 百万円となる見込みです。 

 医療関連事業については、医療用滅菌器及び消毒器の製造販売、先端医療機器の輸入販売を行っ

ております。また、病院やクリニックの運営管理、PET-CT や MRI、超音波などの最先端の診断機

器を効果的に組み合わせた次世代検診サービス、さらに「再生因子を使った再生医療」に関する事

業を行っており、再生因子及び再生因子を使った新商品を提供しております。当連結会計年度にお

ける医療関連事業の売上高は前年同期比 68 百万円減少の 322 百万円となる見込みです。 

 当連結会計年度より新たに開始した食品関連事業における売上高は、11 百万円となる見込みです。 

 営業損失、経常損失につきましては、為替差益 112百万円、支払利息 15百万円等を計上し各々419

百万円、323 百万円となる見込であります。当期純損失につきましては、連結子会社 XTF, Inc. に

おける債務免除益 23百万円（平成 26年 5月 28 日付公表の「子会社における債務免除に伴う特別利

益の計上に関するお知らせ」ご参照）、当社における償却債権取立益 23 百万円（平成 26 年 8 月 29

日及び平成 26年 9 月 9日付公表の「特別利益の計上に関するお知らせ」ご参照）を計上し 293 百万

円となる見込みです。  

 

（2）個別業績 

   売上高につきましては、医療関連事業及び当会計年度より新たに開始した食品関連事業にかかる

売上計上により前年同期比 36 百万円の増加の 78 百万円となる見込みです。一方、営業損失は、主

に医療関連事業にかかる費用が増加したことにより 293 百万円となる見込みです。経常損失は、借

入金にかかる支払利息及び遅延損害金、株式交付費が減少したことにより、374百万円となる見込み

です。当期純損失につきましては、償却債権取立益、関係会社株式評価損を計上し、360百万円とな

る見込です。 
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３. 営業外収益について、以下のとおり計上いたします。 

  （連結） 

平成 26年 11月期第 3 四半期連結決算までに計上した 2 百万円と合わせて、為替相場の変動による

為替差益        112 百万円 

  （個別）    

（1） 受取利息     6百万円 

（2） 受取賃貸管理料  1百万円 

（3） 為替相場の変動による為替差益   75 百万円 

 

４. 営業外損失について、以下のとおり計上いたします。 

   借入金に対する支払利息及び遅延損害金、株式発行にかかる株式交付費（平成 25 年 12 月 4 日付

「従業員に対する新株予約権(ストック・オプション)の発行に関するお知らせ」、平成 26 年 4 月 1 日

付「取締役に対する新株予約権(ストック・オプション)の発行に関するお知らせ」公表）、関係会社

貸付金に対する貸倒引当金、関係会社株式評価損を計上いたします。 

  （連結） 

（1） 平成 26年 11月期第 3 四半期連結決算までに計上した 7 百万円と合わせて、借入金にかかる

支払利息     15百万円 

（2） 平成 26年 11月期第 3 四半期連結決算までに計上した 1 百万円と合わせて、借入金にかかる

遅延損害金    3百万円 

（3） 株式交付費    1百万円 

  （個別） 

（1） 支払利息      8百万円 

（2） 遅延損害金       3百万円 

（3） 株式交付費    1百万円 

（4） 子会社 T&C FA Holding AG 及び XTF, Inc. に対する貸付金にかかる貸倒引当金 152百万円 

 

５. 特別損失について、以下のとおり計上いたします。 

  （個別） 

関係会社株式評価損  6百万円 (株式会社ピースメーカー） 

以 上 

 


